
4.2.11 Altitude32 and Altitude16  

Release Note



Introduction

Trinnov Audioは、Altitude32およびAltitude16プロセッサー用ソフトウェアアップグレードをリリースい

たします。

ソフトウェアバージョン4.2.11では、世界トップクラスのおt－ディオ・ビデオ・プリアンプに複数の機能と

パフォーマンスのアップグレードが追加されました。Altitudeの両モデルをお持ちの方は、 Trinnov
独自のソフトウェア・プラットフォームから、ソフトウェアをダウンロードすることで簡単にユニットを

アップグレードすることができます。 Altitudeの年式に関係なく、無償でインストールいただけます。

一部の機能はAltitude32のみ、もしくはAltitude16のみで利用可能です。



New Features

Save/Load Target Curve (Altitude32 + Altitude16)
システムごとに異なるため、キャリブレーターが最適な結果を得られるターゲット・カーブは常に同じで

ある必要はありません。このため、オプティマイザーのデフォルトのターゲット・カーブは、任意の出発

点として、フラットに設定されています。

ターゲット・カーブは、通常以下のような部分補正を行います。スタート地点が異なれば、時間を節約

することができます:

● 低域の一定量のブースト

● 高域に若干のロールオフ

● 中高域がやや落ち込む可能性

ソフトウェアアップデート4.2.11により、ターゲットカーブを保存し、異なるプリセットにロードすること

ができるようになりました。

従来、ターゲットカーブは手動でEditする必要があり、複数のスピーカーに同じターゲットカーブを

適用するには、すべてのスピーカーのチャンネルをリンクして、リンク先のスピーカーにEditを適用

する必要がありました。

新機能は、手動Editに代わるもので、動作も同じです。ターゲットカーブファイルを読み込む際、ス

ピーカーのレイアウトに関わらず、ターゲットカーブメニューでリンクされているすべてのスピーカー

を読み込み、適用されます。



Enhanced HDMI interface (HDMI 2.0 board only)

ホームページから、「OUT」の項目をクリックする

と、HDMIのメニューが表示されます。

この新しいバージョンでは、HDMIの情報が拡張されています:

● 現在の入出力端子からのビデオ情報

● 接続されたディスプレイや内部ボードからのEDID情報

● HDR 情報



さらに、HDMIメニューには「Setup」の項目があり、任意のHDMI入力をHDMI1.4またはHDMI2.0
の互換モードに設定することが可能です。

HDMI 1.4 互換モードに設定すると、HDMI 2.0 ハードウェアを正しく認識できない一部の古いソース

に対応できるようになり、高速帯域（300MHz以上）をサポートしないハードウェアの確実性を高める

ことができます。

制限があっても、HDMI 1.4入力は、HDCP 2.2コンテンツやHDR信号、その他の入力を通すことがで

きます。リミット300MHz/10Gbpsの信号を使用する場合は、HDMI 2.0入力と同じです。

なお、HDMI互換モードからの切り替えを有効にするには、プロセッサーの再起動が必要です。



Programmable Triggers (Altitude16 only)
トリガー出力2、3、4番のプログラミングパネルを追加しました。

この新しいメニューは、"Source properties "パネルにある "Manage "ボタンからアクセスでき
ます。

Altitude16の各入力ソースに対して、トリガ出力をOn、Off、現状をキープする、を選択することが

できます。



Upmix content on the DCI input (Altitude32 only)
DCI入力のアップミキシング コンテンツは、最大8チャンネルまで「チャンネル」構成入力

（Sources Configページを参照）が可能になりました。

New screensaver management (Altitude32 + Altitude16)
ソフトウェア4.2.11では、フロントパネルディスプレイの表示方法が改善されました。

フロントパネルディスプレイを長持ちさせるため、30秒以上操作しないと画面が暗くなるように変更し

ました。(このモードでは、一部のピクセルが点灯していないように見えることがありますが、問題あり

ません)。

「フロントパネルライト」機能を無効にすると、ディスプレイはフェードアウトすることなく、直接真っ暗

になります。このモードでは、ボリュームを変更すると2秒間だけ画面が表示されますが、フロントパ

ネルのメニューを操作すると、さらに約24秒間ディスプレイが表示され、再び暗くなります。フロント

パネルの寿命を延ばすため、このモードを推奨します。



Keyboard layout (Altitude32 + Altitude16)
Info/Startupタブで、キーボードレイアウトを選択できるようになりました。 キーボー

ドレイアウトを変更した場合、反映させるには再起動が必要です。



Enhancements

Optimizer low frequency improvements (Altitude32 + Altitude16)

Graph display extended to 10Hz
オプティマイザーは10Hz以下まで測定・補正を行っています。新しいソフトウェアでは、ターゲット

カーブ、エクスカージョンカーブ、グラフが10Hzまで拡張されました。キャリブレーターが20Hz以
下のレスポンスをさらに微調整したい場合を除き、変更の必要はありません。

Active Crossovers Graphに表示される最小周波数も10Hzになりました。



FIR /IIR individual correction resolution

オプティマイザーは、FIRフィルタとIIRフィルタの組み合わせにより、時間補正と周波数補正を最適

化します。

これまでキャリブレーターは、オプティマイザーのメイン設定タブで「Resolution of the Energy 
Response」パラメーターにアクセスできました。

このパラメータは、帯域幅（デフォルト1/3オクターブ）にわたってFIRフィルタとIIRフィルタの分

解能の両方に影響を及ぼしました。

バージョン4.2.11では、キャリブレーターは、FIRフィルターとは別に、IIRフィルターのエネル

ギー応答の分解能を定義する専用パラメーターを使用できるようになります。

その結果、IIRの最適化（デフォルトでは150Hz以下）により、FIRの動作に影響を与えることなく

低音域のレスポンスをさらに向上させることができます。

デフォルトの「IIRのエネルギー応答の解像度」は1/3オクターブですが、低周波のエネルギー応答

を修正するためにより高い解像度が必要な場合は、1/24オクターブまで上げることができます。

この設定は、オプティマイザーの詳細設定内のFIR ＆ IIR設定セクションで利用可能です。



Active Crossovers delay (Altitude32 + Altitude16)
アクティブクロスオーバーの最大遅延時間は、複数のサブウーファーやスピーカーアレイのタイムア

ライメントを正しく調整するのに十分ではない場合があります。

アクティブクロスオーバーの最大遅延は50msに設定しました。

Software performance Optimization (Altitude32 + Altitude16)
ハードウェアリソースを有効に活用するためのソフトウェアパフォーマンスの最適化:

● データ帯域幅の効率化

● マトリックス計算を修正し、CPU負荷を軽減しても、同じ結果が得られるようになりました

● タスクスケジューラーを最適化し、オーディオストリームの信頼性を向上

Graphical User Interface
● レイアウト構成テンプレート一覧で、出力コネクター数に応じて本機が対応可能な

構成のみを表示するようにしました。

● Bass Management インターフェースで、現在有効な Bass Management モードの

正確なオプションが表示されるようになりました

AES Outputs (Altitude32)

24チャンネル以上のユニットには、アナログ出力と並行してAES出力を有効にする新しい出力コネク

ターオプションが追加されました。AES出力1〜8、17〜24がアクティブとなり、全アナログ出力に加え、

16のAES出力を使用することが可能です。



Bug fixes

HDMI 2.0 Interface (Altitude32 + Altitude16 with HDMI 2.0 board)
● 出力ポート番号の表示を修正

● 表示解像度を修正

DCI Input (Altitude32 only)
● Source Configメニューに "channels "フィールドを追加し、DCI入力のルーティングを修正

UPnP/DLNA (Altitude32 + Altitude16)
● Source Config “Channels” フィールドで入力チャンネル “LR” が選択されている場合、

Network 入力でアップミキシングが機能するように修正

Crossovers (Altitude32 + Altitude16)
● クロスオーバー・ルーティングが正しく読み込まれない不具合を修正

FPGA (units with Universal Buffer board only)
● 一部のHDMIソースでサラウンドスピーカーに音割れが発生する互換性の問題を修正

System (Altitude32 + Altitude16)
● 起動時のロードシーケンスの改善
● デコードエラー回避のため、バッファサイズを1024に設定し、編集不可に修正

Graphical User Interface (Altitude16 + Altitude32)
● 3Dビューの読み込みの信頼性を向上

● DIM時に音量が正しく表示されないことがある現象を修正

Screen Saver (Altitude16 + Altitude32)
● フロントパネルがスリープモードにならない不具合を修正
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